
小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

業
ぎょう

では、昔
むかし

からミンク鯨
くじら

を捕
と

ってきました。しかし現
げん

在
ざい

、

IWC
アイダブリュシー

の商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムによって、捕
ほ

獲
かく

することが許
ゆる

され

ていません。

「モラトリアムってなぁに？」、

「どうしてミンク鯨
くじら

を捕
と

ったらいけないの？」

この小
しょう

冊
さっ

子
し

は、そういった疑
ぎ

問
もん

にお答
こた

えすると共
とも

に、

日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

が平
へい

成
せい

15年
ねん

（2003年
ねん

）からIWC
アイダブリュシー

に対
たい

して

要
よう

求
きゅう

しているミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

についてお話
はなし

しします。

日本小型捕鯨協会

_
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I W C
アイダブリュシー

という大
おお

型
がた

の鯨
くじら

を管
かん

理
り

する国
こく

際
さい

機
き

関
かん

が、20年
ねん

以上
い じょう

前
まえ

の1982年
ねん

に商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムというものを採
さい

択
たく

しました。これは、鯨
くじら

を捕
と

りすぎて絶
ぜつ

滅
めつ

させる

ことがないようにするために、鯨
くじら

が何
なん

頭
とう

いるのかわかって、何
なん

頭
とう

迄
まで

なら捕
と

っても

安
あん

全
ぜん

なのかが計
けい

算
さん

出
で

来
き

るようになる迄
まで

は、とりあえず鯨
くじら

がたくさんいても商
しょう

業
ぎょう

的
てき

に鯨
くじら

を捕
ほ

獲
かく

することは暫
しばら

くやめておきましょう、という取
と

り決
き

めです。

ミンク鯨
くじら

はI W C
アイダブリュシー

が管
かん

理
り

している13種
しゅ

の大
おお

型
がた

の鯨
くじら

の中
なか

でも小
ちい

さいほうの鯨
くじら

で、

商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

のモラトリアムが採
さい

択
たく

された当
とう

時
じ

も日
に

本
ほん

の太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

にはたくさんい

ることがわかっていました。そこで、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

も一旦
いったん

は「既
すで

にたくさんいること

が判
わか

っているミンク鯨
くじら

まで捕
ほ

獲
かく

を停
てい

止
し

するのは、科
か

学
がく

的
てき

におかしいから従
したが

えませ

ん！」と異
い

議
ぎ

申
もう

し立
た

てをしましたが、アメリカからの政
せい

治
じ

的
てき

な圧
あつ

力
りょく

に抵
てい

抗
こう

できず、

結
けっ

局
きょく

異
い

議
ぎ

申
もう

し立
た

てを撤
てっ

回
かい

してしまいました。そのため、1988年
ねん

から小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

業
ぎょう

者
しゃ

はミンク鯨
くじら

の捕
ほ

獲
かく

を一
いっ

旦
たん

停
てい

止
し

せざるを得
え

なかったのです。

どうして小
こ

型
が た

捕
ほ

鯨
げ い

の漁
りょう

師
し

さんたち は、

I W C
アイダブリュシー

は、正
せい

式
しき

には国
こく

際
さい

捕
ほ

鯨
げい

委
い

員
いん

会
かい

といいます。

世
せ

界
かい

の50くらいの国
くに

の代
だい

表
ひょう

が集
あつ

まって、大
おお

型
がた

の鯨
くじら

を捕
と

ってもいいかどうかを決
き

める会
かい

議
ぎ

で

す。年
ねん

に1回
かい

行
おこな

われていて、平
へい

成
せい

14年
ねん

は日
に

本
ほん

の

下
しもの

関
せき

でおこなわれました。平
へい

成
せい

1 7年
ねん

は

大韓民国
だい かん みん こく

のウルサンで行
おこな

われる予
よ

定
てい

です。

I W C
アイダブリュシー

ってなぁに？

ミンク鯨
くじら

が減
へ

っているからではありません。

ＩＷＣ
アイダブリュシー

本
ほん

会
かい

議
ぎ

でミンク鯨
くじら

捕
ほ

獲
かく

の再開
さいかい

を訴
うった

える

宮
みや

城
ぎ

県
けん

の浅
あさ

野
の

知事
ち じ

（提
てい

供
きょう

：日
に

本
ほん

捕
ほ

鯨
げい

協
きょう

会
かい

）

_
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モラトリアム以
い

前
ぜん

、小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

では、長
なが

い間
あいだ

ミンク鯨
くじら

を年
ねん

間
かん

300頭
とう

程
ほど

持
じ

続
ぞく

的
てき

に捕
ほ

獲
かく

していました。つまり、増
ふ

えた分
ぶん

だけを利
り

用
よう

してきましたから、長
なが

い間
あいだ

捕
ほ

獲
かく

を続
つづ

け

ていても資
し

源
げん

量
りょう

は減
へ

っていなかったのです。それにもかかわらず、全
ぜん

面
めん

的
てき

に捕
ほ

獲
かく

を

停
てい

止
し

することは、小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

業
ぎょう

者
しゃ

にとっても、また4つの捕
ほ

鯨
げい

の町
まち

にとっても深
しん

刻
こく

な

打
だ

撃
げき

を与
あた

えることは明
めい

白
はく

でした。そこで日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は、IWC
アイダブリュシー

に対
たい

してモラトリアムが

解
かい

除
じょ

される迄
まで

の間
あいだ

、ミンク鯨
くじら

50頭
とう

の暫
ざん

定
てい

救
きゅう

済
さい

枠
わく

を要
よう

求
きゅう

してきました。これは文
も

字
じ

通
どお

り「とりあえず」困
こま

っている人
ひと

々
びと

を「助
たす

けて欲
ほ

しい」というお願
ねが

いです。日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は、1988年
ねん

から2002年
ねん

まで、15回
かい

にわたってこのお願
ねが

いを続
つづ

けて来
き

ました

が、IWC
アイダブリュシー

は首
くび

を縦
たて

に振
ふ

りませんでした。IWC
アイダブリュシー

は、日
に

本
ほん

の小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

業
ぎょう

者
しゃ

や鯨
くじら

の町
まち

の

人
ひと

々
びと

が困
こま

っていることを知
し

りながら、何
なん

の対
たい

策
さく

もとらずに見
み

捨
す

ててきたのです。

また、そもそも商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムは条
じょう

件
けん

付
つ

きで採
さい

択
たく

されています。一
いっ

旦
たん

は捕
と

るのをやめても、1990年
ねん

迄
まで

にはたくさんいる鯨
くじら

については捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を決
き

めて捕
ほ

鯨
げい

を再
さい

開
かい

するという約
やく

束
そく

になっていたのです。しかしながら、その約
やく

束
そく

は破
やぶ

られた

まま既
すで

に10年
ねん

以
い

上
じょう

の月
つき

日
ひ

が流
なが

れています。

小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

の漁
りょう

師
し

さんたちが、たくさんいるミンク鯨
くじら

を16年
ねん

もの間
あいだ

捕
と

ることができ

ないのは、IWC
アイダブリュシー

の無
む

策
さく

と約
やく

束
そく

違
い

反
はん

が原
げん

因
いん

なのです。

I W C
アイダブリュシー

ってとんでもないね。

たち は、今
い ま

ミンク鯨
くじら

を捕
と

ることができないの？

IWC
アイダブリュシー

が情
なさ

け知
し

らずな上
うえ

に、約
やく

束
そく

違
い

反
はん

を
続
つづ

けているからです。

_



日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は、過
か

去
こ

15回
かい

にわたってミンク鯨
くじら

の暫
ざん

定
てい

救
きゅう

済
さい

枠
わく

をI W C
アイダブリュシー

に要
よう

求
きゅう

してき

ました。始
はじ

まりは1988年
ねん

のニュージーランドに於
お

ける第
だい

40回
かい

の年
ねん

次
じ

会
かい

合
ごう

です。

IWC
アイダブリュシー

は、商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムが、鯨
くじら

の町
まち

にどのように影
えい

響
きょう

しているかを毎
まい

年
とし

検
けん

討
とう

してきました。そこで日
に

本
ほん

からは、鯨
くじら

の町
まち

がどれ程
ほど

おおきな打
だ

撃
げき

を受
う

けてい

て、人
ひと

々
びと

がどんなに困
こま

っているかを報
ほう

告
こく

してきました。同
どう

時
じ

に、悪
わる

い影
えい

響
きょう

を少
すこ

し

でも軽
かる

くするように、モラトリアムが解
かい

除
じょ

される迄
まで

の間
あいだ

、「とりあえず50頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を下
くだ

さい」とお願
ねが

いしてきたのです。

1993年
ねん

の京
きょう

都
と

における第
だい

45回
かい

の年
ねん

次
じ

会
かい

合
ごう

では、「日
に

本
ほん

の鯨
くじら

の町
まち

が困
こま

っているこ

とはよ～くわかりました。すぐに、何
なん

とかします。」という約
やく

束
そく

をする決
けつ

議
ぎ

が採
さい

択
たく

されました。しかし、IW C
アイダブリュシー

は「50頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

の方
ほう

はダメ！」だと言
い

い続
つづ

け、

その後
ご

もI W C
アイダブリュシー

は、「何
なん

とかします。」という決
けつ

議
ぎ

だけは繰
く

り返
かえ

しましたが、一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

な捕
ほ

獲
かく

枠
わく

の方
ほう

は認
みと

めません。いわば病
びょう

気
き

で苦
くる

しんでいる人
ひと

に、薬
くすり

や栄
えい

養
よう

のあ

る食
た

べ物
もの

の写
しゃ

真
しん

だけ見
み

せて、実
じっ

際
さい

には何
なに

にもあげないのと同
おな

じことです。

結
けっ

局
きょく

、50頭
とう

の暫
ざん

定
てい

救
きゅう

済
さい

枠
わく

を要
よう

求
きゅう

することは、2002年
ねん

の下
しもの

関
せき

における年
ねん

次
じ

総
そう

会
かい

で終
お

わりにすることにしました。

3

今
こ

年
と し

もミンク鯨
くじら

50頭
と う

の暫
ざ ん

定
て い

救
きゅう

済
さ い

枠
わ く

をお

いいえ、50頭
とう

の要
よう

求
きゅう

はしません。

ほ～ら美味
お い

しそうでしょ～。

でも本物
ほんもの

はあげないよ～ん
う～。ぐやしい…

けつ　 ぎ

_
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済
い

枠
わ く

をお願
ね が

いするの？

2003年
ねん

のドイツのベルリンにおける第
だい

55回
かい

年
ねん

次
じ

会
かい

議
ぎ

から、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は新
あら

たに

沿
えん

岸
がん

のミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を要
よう

求
きゅう

しています。IWC
アイダブリュシー

が困
こま

っている人
ひと

達
たち

を助
たす

けるつもりの無
な

いことは十
じゅう

分
ぶん

過
す

ぎる程
ほど

わかりましたし、モラトリアムが発
はつ

動
どう

して

長
なが

い年
ねん

月
げつ

が立
た

ってしまった間
あいだ

に、鯨
くじら

をとりまく状
じょう

況
きょう

も変
かわ

わってきました。以
い

前
ぜん

は、

とりあえずモラトリアムが続
つづ

いている間
あいだ

に臨
りん

時
じ

に50頭
とう

だけ捕
と

らせてくださいと

お願
ねが

いしてきましたが、今
いま

ではむしろモラトリアム自
じ

体
たい

を終
お

わらせて、正
せい

式
しき

に捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を設
せっ

定
てい

すべきである、との考
かんが

えに変
かわ

わったのです。

その代
か

わりに150頭
とう

を要
よう

求
きゅう

します。

ミンク鯨
くじら

は、体
たい

長
ちょう

6～8メートルくらいのひげ

鯨
くじら

です。世
せ

界
かい

中
じゅう

の海
うみ

に100万
まん

頭
とう

以
い

上
じょう

います。

日
に

本
ほん

の太
たい

平
へい

洋
よう

岸
がん

にも沢山
たくさん

いて、増
ふ

えた分
ぶん

だけ

を利
り

用
よう

してきましたから、長
なが

い間
あいだ

捕
ほ

獲
かく

を続
つづ

け

ていても資
し

源
げん

量
りょう

は減
へ

っていません。現在
げんざい

も少
すく

なく見
み

積
つ

もって

も25,000頭
とう

いること

が確
かく

認
にん

されている資
し

源
げん

量
りょう

の豊
ゆた

かな鯨
くじら

です。

日
に

本
ほん

の ４ つ の 捕
ほ

鯨
げい

の 町
まち

（北海道
ほっかいどう

網走
あばしり

市
し

、宮
みや

城
ぎ

県
けん

牡
お

鹿
しか

町
ちょう

、

千葉
ち ば

県
けん

和田
わ だ

町
まち

、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

太
たい

地
じ

町
ちょう

）を基地
き ち

としている小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

の漁
りょう

師
し

さん達
たち

です。会
かい

社
しゃ

組
そ

織
しき

だけではなくて、個
こ

人
じん

や漁
ぎょ

協
きょう

で経
けい

営
えい

しているところもあ

って、全
ぜん

部
ぶ

で8つの業
ぎょう

者
しゃ

があり

ます。

1 2

ミンク鯨
くじら

ってどんな鯨
くじら

なの？
どんな人

ひと

たちがミンク鯨
くじら

を
捕
と

ってきたの？

_
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要
よ う

求
きゅう

する頭
と う

数
す う

が、50頭
と う

から150頭
と う

へ3

単
たん

に数
すう

字
じ

の上
うえ

で3倍
ばい

になっただけではあり
ません。二

ふた

つの要
よう

求
きゅう

は根
こん

本
ぽん

的
てき

に違
ちが

うのです。

50頭
とう

の暫
ざん

定
てい

救
きゅう

済
さい

枠
わく

要
よう

求
きゅう

は、困
こま

っている地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

を、商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムの

「例
れい

外
がい

」として「とりあえず」「助
たす

けて欲
ほ

しい」というものです。50頭
とう

という数
すう

字
じ

も、およそこの程
てい

度
ど

であれば資
し

源
げん

に影
えい

響
きょう

無
な

いであろうという、いわば科
か

学
がく

的
てき

に

は大
おお

まかな数
すう

字
じ

でした。

ミンク鯨
くじら

ってどうやって捕
と

るの？

小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

船
せん

の先
せん

端
たん

には大
たい

砲
ほう

のような捕
ほ

鯨
げい

砲
ほう

がありま

す。そこから捕
ほ

鯨
げい

銛
もり

を発
はっ

射
しゃ

して捕
つか

まえるのです。銛
もり

には綱
つな

がついていて、当
あ

たった鯨
くじら

を船
ふね

へ手
た

繰
ぐり

りよせ

ることができます。

3

どうして、ミンク鯨
くじら

150頭
と う

の捕
ほ

獲
か く

枠
わ く

を要
よ

商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムを解
かい

除
じょ

するための条
じょう

件
けん

の一つは、包
ほう

括
かつ

的
てき

資
し

源
げん

評
ひょう

価
か

(C
シー

A
エー

)が行わ

れることです。つまり、鯨
くじら

が何
なん

頭
とう

いてどういう資
し

源
げん

状
じょう

態
たい

なのかを科
か

学
がく

的
てき

に判
はん

断
だん

しな

いといけない、ということです。日
に

本
ほん

太
たい

平
へい

洋
よう

岸
がん

のミンク鯨
くじら

については、既
すで

に1991

年
ねん

に完
かん

了
りょう

しており、資
し

源
げん

量
りょう

も少
すく

なくとも25,000頭
とう

いることが合
ごう

意
い

されています。

① 何
なん

頭
とう

ぐらいいるのかわかっています。

_
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0頭
と う

へ3倍
ば い

になったんだね！

一
いっ

方
ぽう

、150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

要
よう

求
きゅう

は、商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアム自
じ

体
たい

を、日
に

本
ほん

の太
たい

平
へい

洋
よう

岸
がん

のミンク鯨
くじら

について正
せい

式
しき

に終
お

わらせることを要
よう

求
きゅう

するものです。150頭
とう

という

数
すう

字
じ

も、科
か

学
がく

者
しゃ

が厳
げん

密
みつ

な計
けい

算
さん

を行
おこな

って導
みちび

きだした数
すう

字
じ

です。

日
に

本
ほん

でミンク鯨
くじら

操
そう

業
ぎょう

が停
てい

止
し

されてから既
すで

に1７年
ねん

がたちました。日
に

本
ほん

太
たい

平
へい

洋
よう

岸
がん

の

ミンク鯨
くじら

について商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムを部
ぶ

分
ぶん

的
てき

に解
かい

除
じょ

して、操
そう

業
ぎょう

の再
さい

開
かい

を果
はた

た

すための条
じょう

件
けん

は、以
い

下
か

に述
の

べる通
とお

り完
かん

全
ぜん

に整
ととの

っているのです。

捕
ほ

鯨
げい

船
せん

って

カッコいいな～

小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

船
せん

第
だい

31純友丸
すみともまる

獲
く

枠
わ く

を要
よ う

求
きゅう

するの？

I W C
アイダブリュシー

の科
か

学
がく

委
い

員
いん

会
かい

は、既
すで

に改
かい

訂
てい

管
かん

理
り

方
ほう

式
しき

(RMP
アールエムピー

)と言
い

われる安
あん

全
ぜん

のうえにも安
あん

全
ぜん

をみた捕
ほ

獲
かく

枠
わく

の計
けい

算
さん

方
ほう

法
ほう

を完
かん

成
せい

させています。これに基
もと

づいて計
けい

算
さん

した結
けっ

果
か

か

ら150頭
とう

という数
すう

字
じ

は導
みちび

き出
だ

されました。従
したが

って、毎
まい

年
とし

150頭
とう

のミンク鯨
くじら

を小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

の漁
りょう

師
し

さん達
たち

が捕
ほ

獲
かく

し続
つづ

けても、資
し

源
げん

には何
なん

の影
えい

響
きょう

もありません。

②何
なん

頭
とう

ぐらい迄
まで

なら捕
と

っても安
あん

全
ぜん

なのかも計
けい

算
さん

できてます。

_
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どうして、ミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を要
よう

求
きゅう

するの？

ミンク鯨
くじら

の漁
ぎょ

場
じょう

商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムが採
さい

択
たく

された時
とき

、1990年
ねん

迄
まで

にはたくさんいる鯨
くじら

につい

ては捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を決
き

めて捕
ほ

鯨
げい

を再
さい

開
かい

することが同
どう

時
じ

に決
き

まっていました。I W C
アイダブリュシー

は、

自
じ

分
ぶん

で決
き

めた約
やく

束
そく

を勝
かっ

手
て

に破
やぶ

って、ずるずると捕
ほ

鯨
げい

の再
さい

開
かい

を先
さき

延
の

ばしにしてきま

した。国
こく

際
さい

機
き

関
かん

として、IWC
アイダブリュシー

ほど怠
たい

慢
まん

で無
む

責
せき

任
にん

な機
き

関
かん

は他
ほか

にありません。

③そもそも商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

モラトリアムは、
とっくの昔

むかし

に解
かい

除
じょ

されるべきでした。

4 ミンク鯨
くじら

ってどこで捕
と

るの？

三
さん

陸
りく

沖
おき

や、北
ほっ

海
かい

道
どう

の釧
くし

路
ろ

沖
おき

、

網走
あばしり

沖
おき

が主
おも

な漁
ぎょ

場
じょう

です。

ミンク鯨
くじら

は北
きた

の方
ほう

で

捕
と

ってるんだね！

鮎
あゆ

川
かわ

網走
あばしり

和
わ

田
だ

太
たい

地
じ

函
はこ

館
だて

釧
くし

路
ろ

_
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I W C
アイダブリュシー

ではもう10年
ねん

以上も前
まえ

から、鯨
くじら

捕
と

りの漁
りょう

師
し

さん達
たち

が捕
ほ

鯨
げい

の規
き

則
そく

に違
い

反
はん

し

たり、鯨
くじら

を捕
と

り過
す

ぎたりしないように、警
けい

察
さつ

官
かん

のように監
かん

視
し

して取
と

り締
し

まりを行
おこな

う体
たい

制
せい

を新
あら

たに確
かく

立
りつ

しなければいけない、と検
けん

討
とう

してきました。しかし、強
きょう

硬
こう

な

反
はん

捕
ほ

鯨
げい

国
こく

は、どれだけ鯨
くじら

がたくさんいても捕
ほ

鯨
げい

の再
さい

開
かい

には反
はん

対
たい

ですから、次
つぎ

から

次
つぎ

へと理
り

不
ふ

尽
じん

な要
よう

求
きゅう

を行
おこな

って結
けつ

論
ろん

を出
だ

すことを許
ゆる

しません。結
けつ

論
ろん

が出
で

れば、捕
ほ

鯨
げい

の再
さい

開
かい

を許
ゆる

さざるを得
え

なくなりますので、徒
いたずら

に議
ぎ

論
ろん

を堂
どう

々
どう

巡
めぐ

りさせているのです。

そもそも、全
ぜん

世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のルールを作
つく

るのは大
たい

変
へん

難
むずか

しいことです。日
に

本
ほん

の捕
ほ

鯨
げい

とノ

ルウェーの捕
ほ

鯨
げい

ではやり方
かた

が大
だい

分
ぶ

違
ちが

っています。また同
おな

じ日
に

本
ほん

の捕
ほ

鯨
げい

でも、沿
えん

岸
がん

捕
ほ

鯨
げい

と南
なん

氷
ぴょう

洋
よう

捕
ほ

鯨
げい

では、船
ふね

の大
おお

きさからして全
まった

く違
ちが

います。だから、全
すべ

ての捕
ほ

鯨
げい

にあてはまるような、ただ一
ひと

つのルールを作
つく

るのではなく、個
こ

々
こ

の捕
ほ

鯨
げい

操
そう

業
ぎょう

の実
じっ

態
たい

に即
そく

した形
かたち

で、幾
いく

つかの監
かん

視
し

や取
と

り締
し

まりの体
たい

制
せい

を作
つく

る方
ほう

が現
げん

実
じつ

的
てき

なのです。

ミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

要
よう

求
きゅう

を行
おこな

うに際
さい

しては、日
に

本
ほん

沿
えん

岸
がん

のミンク鯨
くじら

操
そう

業
ぎょう

の実
じっ

態
たい

に則
そく

した監
かん

視
し

や取
と

り締
し

まりの制
せい

度
ど

も同
どう

時
じ

に提
てい

案
あん

しています。

④捕
ほ

鯨
げい

の監
かん

視
し

と取
と

り締
し

まりの体
たい

制
せい

は、
個
こ

別
べつ

に確
かく

立
りつ

するのが現
げん

実
じつ

的
てき

です。

議
ぎ

論
ろん

ばかりしてたって駄
だ

目
め

だよね。実
じっ

際
さい

にやってみないと、監
かん

視
し

や取
と

り締
し

ま

りはうまくいくかどうかわからないよ。

日
に

本
ほん

沿岸
えんがん

のミンク鯨
くじら

操
そう

業
ぎょう

に合
あ

っ

たやり方
かた

をするのが大
だい

事
じ

よね。

_
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海
うみ

の生
せい

物
ぶつ

の中
なか

で鯨
くじら

だけを保
ほ

護
ご

していると、鯨
くじら

だけが数
かず

が増
ふ

えてしまって、その餌
えさ

となる魚
さかな

が減
へ

ってしまいます。何
なん

でも食
た

べるミンク鯨
くじら

は、イワシやスケトウダラ、

サンマ、イカナゴ、スルメイカ等
とう

を大
たい

量
りょう

に食
た

べていることがわかっています。最
さい

近
きん

では、サンマ漁
りょう

の漁
りょう

師
し

さん達
たち

などがせっかく

見
み

つけた獲
え

物
もの

の群
む

れを、目
め

の前
まえ

でミンク鯨
くじら

に横
よこ

取
ど

りされたりすることがよくおこっていて、漁
りょう

師
し

さん達
たち

は、ミンク鯨
くじら

を間
ま

引
び

きして欲
ほ

しいと訴
うった

えているくらいです。

⑤鯨
くじら

が増
ふ

えすぎると生
せい

態
たい

系
けい

のバランスが
壊
こわ

れます。

ミンク鯨
くじら

の胃
い

内
ない

容
よう

物
ぶつ

（提
てい

供
きょう

：日
に

本鯨類研
ほんげいるいけん

究
きゅう

所
じょ

）

どうして、ミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

を要
よう

求
きゅう

するの？

5

春
はる

から夏
なつ

にかけて

鯨
くじら

を捕
と

るんだね。
ミンク鯨

くじら

っていつ捕
と

るの？

基
き

本
ほん

的
てき

に4月
がつ

～9月
がつ

の6ヶ
か

月
げつ

間
かん

です。春
はる

先
さき

は三
さん

陸
りく

沖
おき

、夏
なつ

から秋
あき

にかけては北
ほっ

海
かい

道
どう

沖
おき

と、時
じ

期
き

によっ

て漁
ぎょ

場
じょう

が異
こと

なります。

_
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鯨
くじら

の町
まち

では、昔
むかし

からミンク鯨
くじら

を捕
と

って生
せい

活
かつ

してきました。鯨
くじら

捕
と

りの漁
りょう

師
し

さんたち

は、決
けっ

して捕
と

り過
す

ぎたりなどしないで、毎
まい

年
とし

300頭
とう

くらいずつ捕
ほ

獲
かく

して、地
じ

元
もと

の人
ひと

たちに生
なま

のミンク鯨
くじら

の肉
にく

を供
きょう

給
きゅう

してきたのです。ミンク鯨
くじら

が少
すく

なくなって

いて保
ほ

護
ご

しないといけないのならば、当
とう

然
ぜん

商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

のモラトリアムを続
つづ

けるべ

きでしょう。しかし、目
め

の前
まえ

の海
うみ

にミンク鯨
くじら

がたくさんいることがわかっている

のに、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に「捕
と

るな！」と言
い

われても納
なっ

得
とく

がいきません。

鯨
くじら

の町
まち

の生
せい

活
かつ

に、捕
ほ

鯨
げい

は深
ふか

く根
ね

付
づ

いており、ミンク鯨
くじら

が捕
と

れないことで、人
ひと

々
びと

は

経
けい

済
ざい

的
てき

にも文
ぶん

化
か

的
てき

にもそして精
せい

神
しん

的
てき

にも大きな打
だ

撃
げき

を受
う

けています。このことは

I W C
アイダブリュシー

自
じ

身
しん

が何
なん

度
ど

も認
みと

めているにも拘
かか

わらず、結
けっ

局
きょく

何
なん

の対
たい

策
さく

もとっていません。

まるで、I W C
アイダブリュシー

は鯨
くじら

の町
まち

を見
み

殺
ごろ

しにしようとしているようです。全
まった

く、I W C
アイダブリュシー

の

無
む

責
せき

任
にん

さには怒
いか

りを通
とお

り越
こ

して呆
あき

れるばかりです。

長
なが

年
ねん

受
う

け継
つ

がれてきた鯨
くじら

の町
まち

の伝
でん

統
とう

は、決
けっ

してI W C
アイダブリュシー

なんかに潰
つぶ

されたりはしま

せん。しかし、鯨
くじら

を捕
ほ

獲
かく

する技
ぎ

術
じゅつ

や捕
ほ

鯨
げい

文
ぶん

化
か

を過
か

去
こ

のものとせず、長
なが

く将
しょう

来
らい

に向
む

かって受
う

け継
つ

いでいくためには、実
じっ

際
さい

にミンク鯨
くじら

操
そう

業
ぎょう

を再
さい

開
かい

することが不
ふ

可
か

欠
けつ

なのです。

⑥鯨
くじら

捕
と

りの漁
りょう

師
し

さんたちや鯨
くじら

の町
まち

の人
ひと

た
ちは怒

おこ

ってます。

_



ミンク鯨
くじら

150頭
とう

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

要
よう

求
きゅう

は
科
か

学
がく

に基
もと

づいた正
せい

当
とう

な要
よう

求
きゅう

です。
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日本小型捕鯨協会

日
に

本
ほん

の小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

業
ぎょう

の漁
りょう

師
し

さんたちが

ミンク鯨
くじら

を1頭
とう

も捕
と

ることができなく

なってもう17年
ねん

もたっています。

ミンク鯨
くじら

はたくさんいるのに、

小
こ

型
がた

捕
ほ

鯨
げい

の漁
りょう

師
し

さんたちや捕
ほ

鯨
げい

の町
まち

の人
ひと

たちが困
こま

っているのに、

ミンク鯨
くじら

が増
ふ

えすぎると、海
うみ

の環
かん

境
きょう

に悪
わる

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えるのに、

17年
ねん

もの間
あいだ

、毎
まい

年
とし

会
かい

議
ぎ

を繰
く

り返
かえ

しているのに、

いまだに捕
と

ることが許
ゆる

されていません。

IWC
アイダブリュシー

は日
に

本
ほん

の捕
ほ

獲
かく

枠
わく

要
よう

求
きゅう

を認
みと

め、１日
にち

も早
はや

く

ミンク鯨
くじら

の捕
ほ

獲
かく

を再
さい

開
かい

させるべきです。

_


